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v-276 CFRPにより補強されたRC柱のハイプリッド実験

武蔵工大正会員皆Ill 勝 奈良建設正会員佐藤貢一

武蔵工大正会員、Jヽ 玉克已 武蔵工大正会員佐藤安雄

1はじめに 近年，耐震用補強材としてCFRPが注目されている．本研究では， CFRP Iこより耐震補強

されたRC柱に，死荷重を想定した輪方向荷重を載荷したうえで，横方向に地震を想定した荷重を載荷する

二方向外力場におけるハイプリッド実験を行い，地震時のRC 柱の変位ー復元力特性に対する CFR~庸彊の効

果を調ぺた．

2. 実験概要使用したコン

クリートの材令28日における圧

縮強度は275 kg f/cm 1であった．

Table.1に供試体一覧， Fig.11こ形

状を示す．軸方向鉄筋としては

D10鉄筋を 12本使用した．ま

た，帯鉄筋は供試体N0.1,No.4 

Table1 Detail of specimen. 

Speclm.,. -of  
- ratio(%) '---• l.mwal tie ralk心） Dopllt of 
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" No 1 0 95 0 95 D6 0 235 0 235 
ヘ

No2 D13 0 95 2 08 010 0 235 0 469 8 

No 3 CFRP 0 95 1 9 D10 0 235 0 473 8 

No4 CFRP 0 95 1 9 06 0 235 0 473 8 
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ではD6鉄筋を9cm間隔で配筋し， 供試体No.2及びNo.3ではD10鉄筋を

20cm間隔で配筋した．したがって，供試体No.3とNo.4の比較により，帯

鉄筋の配筋方法の違いによる影響が把握されることから、間接的ではあ
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Fig.2 Restoring fo『ca-displacement relationships. 

ー

-9

・’
 

．＇ 
＇ 

No.2にも現れた．帯鉄筋に関してD10鉄筋を使用した供試体

No.3とD6鉄筋を使用した供試体No.4を比ぺてみると，強度

にはほとんど影響がなかった．したがつて，鉄筋比を同じ値

にすれば同等の強度が得られることが分かる．このことは，

帯鉄筋の違いが復元力特性には大きく影響しないことを示し

ている．

Fig.6に各試験における最大入力加速度と最大復元力との

関係を示す．無補強供試体No.1の復元力の最大値は，

No.4ではそれぞれ1SOgalの上載荷で8.911及び8.211であっ

た。すべての供試体に関して，クラックが入るま最大では

復元力は一定の傾きで増大した．

4. まとめ 鉄筋補強より CFR噴強の方が

より効果が現れた結果となったが，試験体数も少

なく，更に検討が必要だろう．補強筋のフーチン

グとの定着長は施工上Bernしか取れなかったが，

これでも補強効果を十分に確認することができ

たまた，供試体の品質が施工時期の影響を受け

ることにも十分注意する必要がある．

［篇 辞］ 本研究を進める上で，当時武蔵工

業大学4年生であった田子博章（現KTS) , 藤

原健治（現藤沢市），松永隆敏（現古久根建設）

の各氏には多大な協力を得た．ここに記して感謝の意

を表する．
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Flg.4 Restoring force time histories. 

■ unstrongthonod(No.1) 

3
1
4
1
 

g

g

 

21 ゜z
門

円

`

n

n

 

0

1

8

8

 

ご
}

-＿ 
4

3

2

1

 

(
g
P盲ー
n-g

-．go¥-.elp 

墨
ftllJXll,I

゜
50 100 150 

Maximum Input ace●I● ration(gal) 

Fig.5 Max. displacement amplitude-

冨
10 

Max. Input acceleration relations. 

il : t~c=~» 
■ uno .. ongth●n● d(No.1) 

, 5 8 -0-013(No.2) ....... ...... 

pau 

゜

2

0

 
50 100 150 

416(1987). 

Maximum Input 11cc-eleratlon(gal) 
Fig.6 Max. restoring fo『ce-Max.

input acceleration relations. 

579 

L 




